
～中秋の名月を愛でながら 
船から水都大阪 2009の会場の夜景も楽しもう！～ 

落語家と行くなにわ探検 
クルーズ お月見船 

日 時：２００９年 １０月３日（土・中秋の名月） 
コース：湊町リパープレイス → 道頓川堀川→ 
東横堀川 → 大阪水都 2009”中之島公園会場→  
八軒家浜会場→ 大川→ 東横堀川 → 道頓堀川  
→ 湊町リバープレイス 

 
中秋の名月が輝く夜に、落語家と行くなに
わ探検クルーズ船をチャーター。通常の所
要時間は1時間半のところを、30分延長し
て２時間たっぷり大阪の川面から眺める
お月見船を仕立てたのだが、一週間前の天
気予報は雨。２日前でも雲と傘マーク。あ
きらめかけて満月に雲がかかり兎がお供
する民芸モビールを買いこん
で雨でも卓上でお月見ができ
るようにと参加者全員分を買
い込んだ。当日、朝からは太
陽が顔を出したが、夜にはど
んよりした雲ばかりが夜空を
覆っていた。星も月も見当た
らない。 
 
午後６時、湊町リバープライスのチケット
カウンター前で赤穂浪士ならぬ月見船乗
り込み人47志を点呼。全員そろったところ
で、とっぷりと夜の闇に包まれた南の町を
見渡しながら3階テラスから桟橋に続く幅
の広い階段を下りていく。 
対岸には大きな窓ガラスが続く2階建ての
レストランが横たわり、温かな灯りが川面
にも映えて夜の帳（とばり）を飾っている。 
 
チャーターした一本勝海運の“きらり号”
は、すでに黄色い船体を接岸していた。大
阪の低い橋を通過する為、潜水艦と同じよ
うに船体に川の水を取り込み船ごと沈め
て運航。天井は後方にスライドしてフルオ
ープンでゆっくりと景色を楽しむことが
できるので、中秋の名月と水都大阪2009
年の夜景を楽しめるように今回はできる
だけ天井を開いて走行するようにとお願
いしていた。当日の案内役は、桂きん枝師

匠の一番弟子、桂きん太
郎さん。 
参加者をグループごと
に分けた座席に案内す
る。全員席についたとこ
ろで、船は静かに岸壁を
離れ出港した。 
 

各テーブルの上に置かれた黒ビールの太
閤エールの冠が開けられ、随時乾杯で二段
重ねの太閤弁当を食しながらのクルーズ

となる。月見団子
は、塾生の谷福江
さん宅の近所で
“田辺大根”とい
う銘菓をつくって
いる「松屋」さん
で、食べ比べでき
るように東京式の
白く丸めたお餅と、
楕円形のお餅に餡を巻いた大阪式のお月

見団子のセットを全員へ、ま
た駒川商店街でお月さまへ
のお供えのススキと秋の花
の束を買ってきていただき、
抽選で20名にプレゼントし
た。当日は水位の関係で、木
津川には回ることができず、
道頓堀川から東横堀川を経
て大川にでる航路を往復す

ることになった。途中、東横堀川水門でパ
ナマ運河のように船水位調整している間
船が停船。通行
記念に、名刺大
のパウチされ
た“水都大阪
2009”と明記さ
れた大阪市建
設局河川管理
事務所発行の
平松大阪市長
と橋下知事が川から顔を出している通行
記念証書を全員に配布された。 
土佐堀川から水都大阪2009の会場である
中の島にさしかかる。熟塾の10周年記念イ

ベントを開催したラ
イトアップされた中
央公会堂は川から見
上げるとその凛とし
た貴婦人のような優
美な姿をまわりの光
の渦と重なってより
鮮明に浮かびあがら

せていた。中の島に誕生して90年。個人で
寄付した岩本栄之助氏はこの完成した姿
を見ることなく
40歳で自殺した
が、中央公会堂は
間違いなく主の
思いを抱きつつ
大阪の景観を格
式高く且つ優美
に飾り続けてい
る。淀屋橋手前でユータン。天神橋を潜り
水都大阪の2009年の八軒茶屋会場の様子

を川面から見上
げ、天満橋を進み
大阪城の姿を確
認。桜並木を進む
なか、川崎橋で方
向転換し元来た



川筋に進んだ。
お月見船と称し
ながらも雨は降
らないけれど厚
い雲に覆われて
しまった。ちょ
うど貴志康一氏
が幼い日を過ご

した藤田伝三郎の邸宅隣にさしかかった
ところで、貴志康一氏のCDから「月」の曲
をかけているときに、中秋の月が私たちの
船の様子をちらっとのぞきこむように雲
間から顔を出した。「あぁ。月が…出た！
出た！」と全員思わ
ず歓喜の拍手が上
がった。雨乞いなら
ぬ、川面に響く月乞
いの貴志康一氏の
曲「月」をバックに、
今夜は会えないか
もしれないと諦め
かけていたところに、待ち焦がれた愛しい
人が顔を出してくれた嬉しさにも似て、刹
那だがドキドキ感一杯でお月見も楽しめ
た。大川で中秋の名月とも挨拶できたとこ

ろで水門を通り、
元来た川沿いに
帰途につく、ち
ょっと暗めの東
横堀川から道頓
堀川に入ってか
らネオンをバッ
クに桂きん太郎

さんの案内にも火がついて「あの人この人
も」と大阪ラブソディをBGMにネオンきら
めく南の町を見上げ、目が合った橋の上の
人と手を振りながら湊町の船着き場のゴ
ールを目指し進む。 
道頓堀川を通って
いた頃から雲が切
れて、桟橋を降り
る参加者を中秋の
名月が満面のｄ   
う笑顔で迎えてく
れた。下船後、リ
バープレイスの階段で全員揃って記念写
真に収まった。 

参加者：一般：有住誠策・大宅麻津子・枝松緑・ 
織部きみよ・角野正明・川嶋淳子・川村照子・ 
清原風早子・小谷久美子・児玉勝子・杉本千代子・ 
鈴木ひろえ・田浦ちづこ・武岡信子・中島圓・永田弘子・
中村幸平・難波りんご・野崎瑛理子・橋本晴江・ 
濱村泰子・松田洋子・松本寿美子・三木秋代・光山恵治・
向内美枝子・山下典子・ 
塾生：池崎宗男・大西芳郎・大森史子・川嶋祥民・ 
鎌田令子・北原祥三・下野譲・高木勇一郎・谷福江・ 
鳥飼史郎・中島一・原田彰子・浜田真弓・平野康子・ 
船戸一郎・坊下明信・丸山公子・森欣子・森川千世子・ 
米川俊信（敬称略・ｱｲｳｴｵ順） 
――――――――――――――――― 
大阪・橋物語：人それぞれにドラマがある
ように、今回のクルーズで潜った橋にも名
前があって、それぞれのドラマがあった…
大阪市のHPをもとに下記紹介します。 
 
「浮世橋」は昨年12月20日に完成した歩行者
専用の斜めに建てられたｺﾝｸﾘｰﾄの2本の支柱
の間に揺れるはっぱをｲﾒｰｼﾞしたという吊り
橋が湊町船着き場と対岸を結んでいる。 
 
交通量の多い四ツ橋筋に架かるかつての地名
を残す「深里（ふかり）橋」。 
 
「大黒橋」は昭和5年生まれの歩行者専用の橋。
橋の上にはベンチが置かれ樹も植わっている。
江戸時代からここには木製の橋があり、木津
の大黒神社への参道に当たっていたので「大
黒橋」と呼ばれていた。嘉永7年（1854）には
大阪を襲った大津波で、西道頓堀川の橋は全
て壊れた。さらに遡上してきた船や橋が大黒
橋に引っ掛かり乗り上げたため、周辺の家屋
が壊され、甚大な被害を被ったと伝えられて
いる。 
 
「新戎橋」この橋は明治26年3月に、久左衛門
町と九朗右衛門町を結ぶ木製の橋が架けられ、
大正9年に架け替えられ、昭和17年に大規模補
修が行われたが、戦災で焼け落ちた。 
戦後の昭和26年に地元の協力によって、木造
鉄骨の橋が架橋されヒノキ造りの高欄は朱色
の美しいものであったといわれている。 
現在の橋は、昭和38年に架けられ平成4年に歩
道設置な面整備が行われ、平成 20年3月に完
成した。先代の橋の高欄が朱色であったこと
から、フレームに朱色を取り入れ、歩道には
白御影石、地覆には黒系の塗装を施し、高欄
にはガラスではさみこんだ和紙のパネルをは
めこみ、夜間には高欄外側からの照明により
和紙を浮かび上がらせている。 
 
「道頓堀橋」は関市長が大阪の都市計画の大
動脈と位置付けた２４間（４３．６ｍ）とい
う広い幅員の御堂筋には、６車線と歩道、緩
速車線がとられ、電線類は地中化し４列のイ
チョウ並木をもつ大阪の大動脈で、心斎橋・
難波間の地下鉄工事は道路工事と一体に行わ
れた。道頓堀の部分でも川を半分ずつ締め切
って、橋の基礎と一体で施行された。地下鉄
が昭和１０年１０月に開通、道頓堀橋は１１
年５月に完成した。この橋の幅は道路幅と同
じで、現在大阪で最も幅の広い橋として活躍
している 
 
「戎橋」は、道頓堀川の開
削とほぼ同時に架けられ、
橋名の由来は今宮戎への参
道であったことからという
説もあるが、橋の南側に操
り芝居の小屋があったことから操橋（あやつ
りばし）とよばれたこともあった。江戸時代
は今宮戎へのお参りや千日墓地への墓参、橋



の南側にできた芝居小屋などへ行く多くの
人々に利用されてきた。橋の維持管理は周辺
の町が担当。記録によると元禄7年（1694）の
修理工事から明治11年（1878）に鉄橋に架け
替えられるまでに13回の修理および架替工事
が行われた。架替前の戎橋は大正14年（1925）
に架けられたもので、70余年経過し老朽化が
進行しているため、デザインコンペの最優秀
作品に基づき、架替事業をすすめ、平成19年
11月に橋梁部が完成した。円形を基本とした
橋上広場で劇場性を表現しつつ、広場に沿っ
てスロープを取り入れることで、水辺へ降り
ながら移りゆく景色を眺める楽しさなどを考
慮し、このようなデザインとなった。 
 
「太左衛門橋」は、橋の東南角で歌舞伎の小
屋を開いた興行師大坂太左衛門に由来すると
いう。寛永3年（1626）に道頓堀の南側に芝居
と遊郭が公許され、大坂太左衛門ら6名が京都
から進出。芝居小屋への通路として早くから
架けられていた。以降道頓堀の芝居町を中心
にして周辺の町々の負担で維持されてきた。 
織田作之助の作品に『女の橋』『船場の娘』
『大阪の女』という三部作があるが、ストー
リーの節目に太左衛門橋が、一場を構成する
重要な役割を与えられている。太左衛門橋は
昭和になっても狭い木橋のままであったが、
大阪大空襲の際に焼失し、地元の人々によっ
て復旧された。昭和33年に架け換えられた橋
は、規模は江戸時代のものとほとんどかわら
ないが、3径間連続の合成桁という最新の技術
が試された実験的な橋である。本橋を挟んで、
西側は平成16年、東側は平成20年に木を基調
とする歴史的な意匠を取り入れた橋となった。 
 
「相会橋」が、初めて架けられたのは1680年
代で、当初は中橋あるいは新中橋とよばれて
いた。宝永4年（1707）に初演された近松門左
衛門の『心中重井筒（しんじゅうかさねいづ
つ）』の一節にも中橋として登場している。 
 相合橋と名付けられた時期は不明。橋の南
側は芝居櫓が立ち並ぶ芝居町で、北側は川筋
の宗右衛門町はお茶屋街、橋筋には俗に六軒
町と呼ばれた遊郭があった。このように橋の
周辺は大変華やかな雰囲気があり、「相合橋」
という艶のある名前がつけられたのであろう。
しかしこの橋は、渡ると男女の縁が切れる 
“縁切り橋”ともいわれ、遊里の人々は橋を
渡るのを嫌った。また婚礼の行列もこの橋は
渡らなかったらしい。相合橋が鉄橋になった
のは昭和37年のことで、昭和58年には橋の幅
を両側へ大きく拡げ、橋の上に憩いの広場が
設けられた。 
 
「日本橋」は堺筋（紀州街道）沿いの道頓堀
川にかかる橋で、東京の日本橋は「にほんば
し」が正式な読みだが大阪の日本橋は「にっ
ぽんばし」が正式な読みである。1619年に幕
府によって架けられた橋であり、東京の日本
橋と同じく公儀橋である。現在の橋は地下鉄
建設に伴い、昭和44年に架け換えられたもの
で、顕彰碑が北詰東側にある。 
 
「大和町」は、東横堀川から日本橋筋付近ま
での東西に広がる長い町で、金比羅詣の舟の
発着場があり、参詣客相手の舟宿で大変賑わ
っていた。大和町に元禄後期に上・下の橋が
かけられた。「下大和橋」正徳５年（1715）に
初演された近松門左衛門の『生玉心中』の中
で「大和橋出見世の場」の一場面になってい
て「こころこころの、商（あきな）ひも、み
な世渡りの大和橋、下行く水の泡よりも、色
にぞ銀（かね）は消えやすく」と表現されて
いる。明治36年（1903）に橋付近に巡航船の
乗船場ができ、最盛期には１日２万人もの利
用客がある交通機関となったが、市電の拡張
に伴い利用客は減り、大正３年（1914）には
廃止された。現在の橋は昭和55年に架けられ、
橋面及び橋詰が整備された。北詰東側の広場

に先代の親柱と顕彰碑が設置されている。「上
大和橋」は木製であったが、大正14年に三径
間単純鋼桁橋に架け替えられた。 
 
「瓦屋橋」の東詰一帯は、江戸時代幕府の御
用瓦師寺島藤右衛門の請地であり、瓦の生産
が盛んであった。このことから、瓦屋橋の高
欄と親柱は瓦をモチーフにしたデザインとな
っている。顕彰碑は北側の高樹にはめ込まれ
ている。 
昭和11年に架けられた「東堀橋」。 
 
「九之助橋」は、この橋と何らかの関係があ
る人の名前からきているとも思われるが詳し
いことは分からない。現在の照明灯は大正時
代の姿をもとにデザインしたもの。また、西
詰にあった住友銅吹所（銅の精錬所）にちな
んで高欄に精錬風景を表現したパネルがはめ
込まれている。顕彰碑は西詰南側にある。 
 
「末広橋」「安堂寺橋」 
 
「久宝寺橋」の名の由来は近くに久宝寺とい
う寺があったからとも言い、東横堀開削の際、
河内の久宝寺（現在の八尾市）から来た工事
関係者がこの辺りに住み着いたからとも言う。
顕彰碑は東詰北側にある。 
 
「濃人橋」は江戸期には公儀橋として重要な
橋であったが、その名が示すようにそれ以前
は農民が利用する粗末な橋であったらしい。
顕彰碑は東詰南側にある。 
 
「本町橋」は豊臣時代にはすでにあったこと
が記録に残っており、江戸時代には公儀橋の
一つになっていた。大正2年に架けられた現在
の橋は現存する大阪の橋の中で最も古く、華
麗な石の彫刻で飾られた橋脚を持つ堂々たる
アーチ橋である。顕彰碑は西詰南側にある。 
 
「大手橋」は大阪城の正面、大手門に通じる
道路に架かっている。江戸時代、この橋は思
案橋とも呼ばれたが、それは西詰がT字路にな
っているために東から橋を渡ってきた人が北
へ行こうか南へ行こうか思案したためという
説がある。東詰南側に顕彰碑が立っている 
 
「平野橋」江戸時代の平野橋界隈は、東に神
明神社、西に御霊神社があり、その門前の盛
り場として賑わっていた。定期的に開かれる
夜店は当時の大阪名物のひとつとされていた。
平野町の名前の由来は定かではないが、御霊
神社の祭神、早良（さわら）親王が京都の平
野神社に祀られていたことからこの界隈が平
野とよばれるようになったとされている。 
現在の平野橋は昭和10年につくられたもので、
逆ランガー桁とよばれる珍しい形式で、この
形式の適用は世界で初めてであるといわれた。
アーチ部材が細くスマートな印象を与える橋
である。 
 
「高麗橋」慶長9年（1604）に立派な擬宝珠を
持つ橋として架けられた高麗橋は、江戸時代
12あった公儀橋（幕府直轄管理の橋）の中で
も特に重要視され、西詰には幕府の高札（公
報板）が立てられたほか、西日本各地への街
道の起点とされ、明治9年に道路の制度が敷か
れてからはこれを表す里程元標が置かれた。
その跡を示す碑が東詰北側に立っている。ま
た、藤田伝三郎が率いる「藤田組」が明治3
年に大阪で最初の鉄橋として架設されたこと
も、大阪の橋の中での高麗橋の地位を示して
いるといえる。顕彰碑は里程元標碑横の橋詰
広場の中に設置されている。なお、慶長9年当
時の擬宝珠が大阪城天守閣に保管されている。 
 
「今橋」は大坂の陣を表した絵図などにその
名が見られることから、豊臣時代にはすでに
架けられていたと推定される。江戸時代に入



ｓると、今橋から西は鴻池をはじめ大きな両
替商が軒を連ね、日本の金融センターになる
ほどの発展をとげた。顕彰碑は西詰北側の高
欄に設置されている。 
 
東横堀川の北端、大川からの分流点に架けら
れた「葭屋橋」は、俗に築地と呼ばれた蟹島
遊廓への通路として設けられたものである。
この遊廓は天明4年(1784)、葭屋庄七らによっ
て開発されたもので、橋も天明年間に架設さ
れたと考えられる。蟹島の地は大川の眺望が
非常によく、料理屋、旅館などが建てられ発
展した。葭屋橋の架橋地点は通船の数が多い
うえに、水流が複雑であるため、橋脚へ船が
衝突する事故が多かったようである。また、
大川の洪水時に、度々被害を受けたことから、
架け換えにあたっては種々の技術的な工夫が
なされた。明治初年に架けられた葭屋橋は当
時としては大変珍しい斜張橋の原理を用いた
もので、大変評判になったようである。 
葭屋橋の通り（府道石切大阪線）が現在のよ
うに広くなったのは市電事業によってである。
北浜の交差点から天満橋の南詰までの市電は
明治44年10月に開通しているが、橋はその直
前の7月に完成した。一方、蟹島と呼ばれた料
理屋街は道によってへだてられた形となり、
しだいにさびれていった。なお現在の橋は昭
和41年に架け換えられたもので、2径間の合成
桁が採用されている。 
 
「難波橋」は、土佐堀川・中之島公園・堂島
川にまたがっている橋で、北詰は西天満一丁
目、中間は中之島一丁目、南詰は北浜二丁目
となっている。橋上をその堺筋が通る。この
橋は、江戸時代には一筋西の難波橋筋に架か
っており、大川をまたいでいた。北詰は樋之
上町、南詰は北浜一丁目となる。橋長は108
間というから約207メートル、橋幅が3間、約
5.7メートル。寛文元年(1661)天神橋とともに
公儀橋となった。この難波橋の辺りは、江戸
時代から10余りの橋を見渡すころができ、夕
涼みの場所として茶店が軒を並べていた。摂
津なにわ橋天神祭図 歌川広重
(初代)画）明治9年(1876)北側が
鉄橋となり、同19年(1886)橋柱
が鉄材に変えられ、さらに同45
年(1912)完成した市電堺筋線を
北浜から天神橋筋六丁目へ延伸
する際に現在の位置に移された。
中之島水上公園計画の一部とし
て設計され、市章を組み入れた
高欄、親柱にあしらったライオ
ン彫刻など独特の雰囲気を持つ。 
 
「栴檀木橋」は江戸時代、中之島には諸藩の
蔵屋敷が建てられ、船場との連絡のために土
佐掘川には多くの橋が架けられていた。栴檀
木橋もそうした橋の一つであった。橋名の由
来は『摂津名所図会』ではこの橋筋に栴檀ノ
木の大木があったためとしている。 明治に
なっても木橋のままであった栴檀木橋は明治
18年の大洪水で流失した。再び架けられたの
は大正3年のこととされる。これは明治37年に、
大阪府立図書館が建てられ、明治末には大阪
市庁舎の建設が決定されるなど、橋が再び必
要となっていたためであろう。昭和10年に架
け換えられた橋は桁の高さが一定のシンプル
な美しさを強調した設計であったが、当時の
設計者はこれを理想としていたようである。
昭和60年9月、新しい橋に架け換えられたが、
旧橋のイメージを大切にしながら橋面などは
府立図書館や中央公会堂など、背景にある歴
史的建築物との調和を考えてデザインされた。
センダンノキをモチーフにした欄間パネルが
取付けられている。由来碑は橋梁の橋詰に大
正時代の親柱などは中ノ島公園に設置され、
橋の歴史が一目でわかるようになっている。 
 
「天神橋」は江戸時代に公儀橋として架けら

れ、南詰は京橋六丁目、北詰は天満十丁目を
結んでいた。現在は京橋三丁目と天神橋一丁
目の間に架かっている。この橋をはさんで北
端は池田町、南は天王寺区の西寺町良運院ま
でを天神橋筋といい、それ以南を松屋町筋と
呼び習わしていた。伝承によれば、天満宮会
所支配人で連歌所宗匠大村由己(おおむらゆ
うこ)が豊臣秀吉の御伽衆となって謡曲「吉野
詣」を作り、その恩賞として大川に橋を架け
ることを許されたのが最初といわれる。はじ
めは新橋と呼ばれ、天満宮が管理するように
なって天神橋と呼ばれるようになったと伝え
られる。明治18年(1885)7月、淀川大洪水によ
って流失。同21年(1888)に3年の歳月をかけて
ドイツ製鉄橋として再生され、昭和9年
(1934)5月、現在の3連の鉄製アーチで構成さ
れる橋長210メートルの天神橋となった。 
 
「天満橋」は、大阪の天満橋筋（大阪府道 30
号大阪和泉泉南線）の大川にかかる橋で、天
神橋、難波橋と並ぶ浪華三大橋の一つ。  
大阪市北区天満と大阪市中央区天満橋京町の
間を結んでいる。江戸時代には公儀橋に指定
され、幕府により直轄管理されていた。天満
橋は、大阪では珍しい 2 階建ての橋になって
おり、上部は土佐堀通をまたぐ跨道橋になっ
ている。天満橋南詰には、天満橋交差点があ
り、ここより北を天満橋筋、南を谷町筋とい
う。なお、大阪市営地下鉄谷町線が天満橋の
地下を通過している。 
 
「川崎橋」は「天満川崎より備前島への舟渡
しなり、上は網島さくらの宮、下は天満宮、
向こうは巍々たる金城ありて目ざましくして
奇観なり」「天満川崎渡し」として摂津名所図
会大成に載せられた紹介文である。もともと
右岸の天満川崎と左岸の備前島を結ぶ「渡し」
があった場所なのである。 
 天満川崎は江戸時代から明治時代にかけて、
川崎東照宮・川崎御蔵・材木蔵・破損奉行屋
敷・町奉行与力屋敷などが記される。川崎東
照宮は徳川家康を祀る神社。家康の死後、大
坂藩主松平忠明が勧請した。この地はもとも
と有楽斎織田長益の別荘地があったところで、
元和 3 年(1617)社殿が完成する。毎年 4 月と
9 月には権現祭があり、とくに 4 月の「御正
忌」はたいへん賑わった。摂津名所図会大成
によると大坂三郷から金幣・香奠が出され「天
満御宮」として知られていた。明治 6 年(1873) 
廃社。川崎御蔵は、寛政元年(1789)に町奉行
所付御救米蔵として建設されたもので、天保
の飢饉の際には施米に役立っている。 
 明治 4 年(1871)破損奉行所・川崎御蔵・材
木蔵の跡に日本最初の近代貨幣鋳造所が建設
された。明治政府は新貨幣制度の整備のため
会計官中に造幣局を設置し、のちに大蔵省造
幣寮と改称した。造幣寮には英国人・キンド
ルを招聘し貨幣鋳造を行い、大阪の近代工業
の発展に多大な貢献した。「通抜け」は明治
16 年(1883)に始まっている。また、隣接する
泉布館は、造幣寮に明治天皇が行幸した際に
外国人応接用に建てられた建物。明治四年完
成。一方、対岸の備前島(都島区網島町)は、
大阪城の京橋口に接し、京街道・大和街道に
通じる要衝の地であった。 
明治 10 年(1877)ここに私設橋が架けられた
が 18 年に流失。渡しが復活し通っていたが、
再び橋が架けられたのは昭和 53 年。中之島公
園と千里万博公園を結ぶ
大規模自転車道の一環と
して架設された自転車・歩
行者専用の川崎橋の完成
である。橋形式は高い塔か
らケーブルを出し桁を吊
った斜張橋で、景観を重視
した橋として名高い。ライトアップされた姿
は夜景に映える。 
2009 年の雲間の中秋の名月・原田・撮影↑ 


